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定
期
使
用
専
用
の
駐
輪
場
に

空
き
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

1
回
使
用
を
し
た
い
市
民
が
断

ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
例
が

　
市
川
の
自
然
の
宝
庫
で
あ
り
、

ホ
タ
ル
観
賞
会
で
も
人
気
の
大

町
公
園
自
然
観
察
園
（
長
田
谷

津
）
は
近
年
、
自
然
環
境
が
著

　
千
葉
土
建
市
川
支
部
が
新
第

2
庁
舎
の
現
場
見
学
と
職
人
の

賃
金
実
態
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
実
際
の
賃
金
は
経
験
年
数

　
平
成
28
年
2
月
の
県
議
会
に

お
い
て
、
塩
浜
2
丁
目
護
岸
前

面
の
干
潟
化
に
つ
い
て
は
県
が

事
業
主
体
と
し
て
実
施
し
な
い

　
平
成
27
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
税
金
の
納
付
が
困
難
な

納
税
者
に
対
し
て
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
職
権

　
公
共
施
設
の
再
編
に
当
た
り
、

市
か
ら
詳
し
い
情
報
提
供
を
受

け
た
市
民
が
、
市
と
は
異
な
る

判
断
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

　
本
市
の
下
水
道
事
業
は
、
平

成
30
年
度
を
目
途
に
公
営
企
業

へ
移
行
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
は
経
営
状
況
を
ど
う
認
識
し

　
民
間
の
民
泊
情
報
サ
イ
ト
に

よ
れ
ば
、
本
市
域
で
は
約
50
件

の
民
泊
施
設
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

片
岡
き
ょ
う
こ
議
員
（
無
所
属
の
会
）

三
浦
一
成
議
員
（
自
由
民
主
党
）

宮
本　
均
議
員
（
公
明
党
）

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

見
ら
れ
る
が
、
駐
輪
場
の
使
用

区
分
を
見
直
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
駐
輪
場
の
管
理

室
に
は
水
道
、
ト
イ
レ
等
が
な

く
整
理
員
の
職
場
環
境
が
劣
悪

な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
対
応
策
に

し
く
悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら

早
急
に
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

園
の
環
境
保
全
に
対
す
る
考
え

方
、
及
び
環
境
改
善
に
向
け
た

整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
園
の
環
境
は
開
設
当
初
に

に
関
わ
ら
ず
設
計
労
務
単
価
に

比
べ
て
低
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
は
新
庁
舎
の
建
設
に
当
た
り
、

労
働
者
の
賃
金
の
実
態
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
　
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
に

旨
の
答
弁
が
副
知
事
か
ら
な
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
副
知
事
の
答

弁
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
、
及

び
干
潟
の
再
生
に
つ
い
て
今
後

の
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
　
副
知
事
の
議
会
答
弁
は
関

で
の
換
価
の
猶
予
制
度
に
加
え
、

申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
制
度

が
創
設
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
市

民
へ
の
周
知
方
法
、
及
び
市
の

事
務
処
理
体
制
を
問
う
。

答
　
制
度
の
周
知
と
し
て
は
、

計
画
の
撤
回
や
変
更
の
可
能
性

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
及
び
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
に
関
し
て
、

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
公
共
施
設
の
再
編
は
、
市

て
い
る
か
。
ま
た
、
下
水
道
整

備
に
際
し
、
世
代
間
負
担
の
公

平
を
一
層
担
保
す
る
た
め
資
本

費
平
準
化
債
を
活
用
す
べ
き
と

考
え
る
。
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
市
は
26
年
度
決
算
か
ら
経

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
近

づ
く
に
つ
れ
無
許
可
営
業
が
増

え
る
可
能
性
が
あ
り
、
指
導
の

徹
底
が
必
要
と
な
る
が
、
市
は

ど
う
対
応
す
る
か
。
ま
た
、
特

区
の
活
用
等
民
泊
に
対
す
る
今

つ
い
て
市
の
認
識
を
問
う
。

答
　
定
期
使
用
専
用
の
駐
輪
場

で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
使
用
状

況
や
市
民
ニ
ー
ズ
等
を
考
慮
し
、

1
回
使
用
を
併
設
す
る
駐
輪
場

へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
見
直
し

を
判
断
し
た
い
。
ま
た
、
水
道

や
ト
イ
レ
等
が
備
わ
っ
て
い
な

い
駐
輪
場
の
管
理
室
に
つ
い
て

は
、
設
備
の
整
備
を
順
次
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

比
べ
て
か
な
り
変
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
状
の
問
題
点
等

を
整
理
し
、
予
算
等
も
勘
案
の

上
、
園
の
環
境
再
生
に
向
け
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
当

面
の
整
備
の
考
え
方
と
し
て
は
、

湿
地
に
生
え
る
ヨ
シ
等
の
刈
り

取
り
、
湧
水
活
用
の
た
め
の
水

路
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
、
斜
面
林
を
明
る
い

雑
木
林
に
す
る
等
、
年
次
計
画

を
作
成
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

お
け
る
設
計
労
務
単
価
に
は
、

引
き
上
げ
ら
れ
た
最
新
の
も
の

を
速
や
か
に
適
用
し
て
い
る
他
、

平
成
26
年
度
か
ら
発
注
建
設
工

事
に
係
る
労
働
環
境
等
の
確
認

に
関
す
る
施
行
要
領
に
よ
る
調

査
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労
働

条
件
審
査
の
対
象
を
下
請
業
者

に
も
拡
大
す
る
よ
う
、
要
領
を

改
正
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

係
者
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で

は
な
く
、
市
と
し
て
も
大
変
残

念
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
26

年
度
に
は
市
川
市
、
船
橋
市
、

浦
安
市
か
ら
な
る
「
京
葉
広
域

行
政
連
絡
協
議
会
」
か
ら
干
潟

の
再
生
に
つ
い
て
県
に
要
望
し

て
お
り
、
28
年
8
月
に
は
市
長

が
県
知
事
に
直
接
お
願
い
を
し

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
県

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

市
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
へ
概
要

を
掲
載
し
た
他
、
窓
口
で
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
等
を
行
っ
た
。
事

務
処
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
職

員
研
修
を
通
じ
て
職
員
間
で
同

一
の
判
断
が
行
え
る
よ
う
見
直

し
を
行
っ
た
。
猶
予
制
度
の
活

用
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
税
制

改
正
の
背
景
を
考
慮
し
て
、
従

前
か
ら
の
猶
予
制
度
の
適
用
も

含
め
適
切
な
運
用
に
努
め
た
い
。

民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
安
全
対

策
及
び
財
政
対
策
を
行
う
上
で

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る

た
め
、
市
の
将
来
を
見
据
え
な

が
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

ま
た
、
公
共
施
設
に
お
け
る
環

境
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
に
策
定
し
た
市
川
市
地
球

環
境
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
を
検
証

し
た
上
で
進
め
て
い
き
た
い
。

営
比
較
分
析
表
を
公
表
し
て
お

り
、
こ
れ
を
総
体
的
に
み
て
経

営
状
況
は
概
ね
良
好
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
早
期
に
下
水

道
整
備
を
進
め
る
中
で
、
市
債

残
高
の
増
に
伴
う
償
還
費
の
増

加
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
一
層
の
資
本
費
の
平
準
化

を
考
慮
し
、
資
本
費
平
準
化
債

の
活
用
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、

県
と
も
調
整
し
て
い
き
た
い
。

後
の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
無
許
可
営
業
と
思
わ
れ
る

宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該

事
業
を
所
管
す
る
県
に
対
し
、

市
か
ら
も
情
報
提
供
を
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
安
全
性
の
確

保
や
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
に
課
題
が
あ
る
民
泊
事
業

は
、
本
市
が
取
り
組
む
住
環
境

整
備
に
は
馴
染
ま
な
い
た
め
、

特
区
の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

定
期
使
用
と
1
回
使
用 

区
分
の
見
直
し
を

使
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
等
考
慮
し
行
い
た
い

自
然
環
境
が
悪
化 

早
急
に
改
善
が
必
要

課
題
を
整
理
し
て
再
生
に
向
け
取
り
組
む

設
計
労
務
単
価
に
比
べ
低
賃
金 

実
態
は

設
計
は
最
新
の
単
価 

下
請
に
も
審
査
拡
大

今
後
の
市
の
取
り
組
み
は

県
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い

新
制
度
の
創
設 

事
務
処
理
体
制
は

職
員
研
修
や
事
務
処
理
見
直
し
を
実
施

市
と
市
民
の
判
断
が
違
う
場
合
の
対
応
は

市
の
将
来
を
見
据
え
総
合
的
に
判
断
す
る

経
営
状
況
は 

資
本
費
平
準
化
債
の
活
用
は

概
ね
良
好 

早
期
整
備
に
向
け
活
用
を
検
証

特
区
の
活
用
等
今
後
の
方
針
は

住
環
境
整
備
に
馴
染
ま
ず
考
え
て
い
な
い

駐輪場

大町自然観察園

新庁舎建設と労働単価

干潟の再生

納税者の財産の換価猶予

公共施設の再編

下水道事業

民　　泊

荒
木
詩
郎
議
員
（
創
生
市
川
第
3
）

石
原
み
さ
子
議
員
（
清
風
会
）

髙
坂　
進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

佐
藤
義
一
議
員
（
民
進・連
合・社
民
）

環 境 ・ 清 掃行 政

財 政

　
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

に
は
、
市
民
と
カ
ラ
ス
と
の
適

切
な
距
離
を
保
つ
取
り
組
み
を

す
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
、
燃

や
す
ご
み
の
収
集
回
数
が
減
り
、

集
積
所
に
出
さ
れ
る
1
回
の
ご

み
量
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る

が
、
そ
の
際
の
カ
ラ
ス
対
策
を

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
市
は
カ
ラ
ス
被
害
防
止
対

策
の
1
つ
の
柱
と
し
て
、
ご
み

に
対
し
て
カ
ラ
ス
を
物
理
的
に

隔
離
す
る
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
や
金

網
式
ご
み
箱
の
貸
与
等
を
行
っ

て
い
る
。
既
存
の
金
網
式
ご
み

箱
は
上
部
の
目
が
粗
く
カ
ラ
ス

が
ご
み
を
引
っ
張
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
上
部
を
カ
バ
ー
で
覆

う
他
、
今
後
購
入
す
る
ご
み
箱

は
仕
様
の
見
直
し
を
図
る
等
、

更
な
る
対
策
を
検
討
し
た
い
。

　
2　0　1　8
年
に
世
界
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
千

葉
県
で
開
催
さ
れ
る
。
本
市
が

大
会
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
の
招

致
に
成
功
す
れ
ば
、
2　0　2　0

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
地
招

致
活
動
の
最
善
の
方
法
に
な
る

と
考
え
る
。
見
通
し
は
ど
う
か
。

ま
た
、
国
体
で
実
績
が
あ
る
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
の
招
致
は
ど
う
か
。

答
　
市
は
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
の
候
補

地
と
し
て
招
致
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
は
招
致
に
取
り
組
み
や
す

い
種
目
だ
と
感
じ
て
い
る
。
一

方
、
国
や
競
技
を
限
定
せ
ず
、

本
市
の
施
設
を
有
効
活
用
で
き

る
国
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
仕
方

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
村
よ
し
お
議
員
（
公
明
党
）

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
の
会
）

収集回数減で１回のごみ量増 対策は
金網式ごみ箱の改良を検討したい

女子ソフトボールで招致成功を
候補地として招致に取り組んでいる

カラス被害防止キャンプ地の招致

経 済 道路交通


